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様式第１号（第５条関係） 

会議概要 

会 議 の 名 称  第２回久喜市食育推進会議 

開 催 年 月 日  平成２７年７月１０日（金） 

開始・終了時刻  午後１時１５分から午後２時４５分 

開 催 場 所  久喜市役所 大会議室 

議 長 氏 名  野原 宏 

出席委員（者）氏名  

新井 和江、鈴木 敬一、野田 恵子、濵田 亜砂子、平塚 修子、 

山田 實、染谷 和美、折原 憲司、岡田 竜一、髙木 学、上岡 斉、

根本 昌子、高瀬 由美、塚越 敏夫、杉田 孝行、齋藤 勝義、 

島野 弘子、羽柴 直子、宮内 智、野原 宏 

説 明 者 の 職 氏 名  小沢課長補佐兼係長兼健康企画係長、島田主事 

事務局職員職氏名  
立川健康増進部長、小林健康増進部副部長兼健康医療課長、  

小沢課長補佐兼係長兼健康企画係長、小澤主任、島田主事 

 

会 議 次 第  

 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１）食育推進計画に基づく取組みについて 

 ①市の取組みについて（報告） 

 ②地域の取組みについて（報告） 

（２）評価指標（平成２６年度参考値）について 

（３）第二次計画に向けた市民意識調査（アンケート）につ

いて 

３ その他 

４ 閉 会 

配 布 資 料 

・第２回久喜市食育推進会議 次第 

・資料１ 平成２６年度食育推進計画に基づく事業の取組み状

況について 

・資料２ 平成２７年度食育推進計画に基づく主な事業の取組

みについて 

・資料３ 地域の取組みについて 

・資料４ 評価指標（平成２６年度参考値）について 

・資料５－１ 第二次計画策定に向けた市民意識調査（アンケ

ート） 

・資料５－２ 健康づくり・食育推進庁内連絡会議委員及び作
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業部会委員からの意見 

・資料５－３ 一般向けアンケート 

・資料５－４ 小・中学生向けアンケート 

・別紙 食育推進計画の推進体制チェック表 

・当日配布資料 アンケート修正案 新旧対照表 

会議の公開又は非公開 公開 

傍 聴 人 数 ０人 
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様式第２号（第５条関係） 

審議会等会議録 

発 言 者 会議のてん末・概要 

小林副部長兼課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野原会長 

 

小林副部長兼課長 

 

 

 

 

１ 開会 

 皆様、こんにちは。 

  本日は大変お忙しいところ、また暑い中、お集まりいただきましてありがと

うございます。 

 定刻となりましたので、久喜市食育推進会議を始めさせていただくわけです

が、その前に４月１日付けの人事異動がございましたので、職員を紹介させて

いただきます。 

  （職員の紹介） 

それでは、ただ今より、第２回久喜市食育推進会議を始めたいと存じます。 

 はじめに、市役所では、引き続き、節電に取り組む必要がございますことか

ら、現在、軽装にて執務を行う「クールビズ」を実施しております。ノーネク

タイ、ノー上着での執務となりますが、ご理解いただきますよう、お願い申し

上げますとともに、併せて皆様の節電へのご協力をお願いいたします。 

次に、審議会等を開催した場合には、久喜市審議会等の会議の公開に関する

条例により、会議録を作成し公表することになっております。公表するにあた

り、本日、出席された委員の皆様には、会議録の内容をご確認いただいた上で、

公表することとなりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、お手元の次第に基づきまして、進めさせていただきますが、ここ

で、配布資料の確認をさせていただきたいと存じます。 

（配布資料の確認） 

 次に、本日の会議の終了予定時刻ですが、２時４５分とさせていただきたい

と考えておりますので、ご協力をお願いいたします。 

 また、会議終了後、食育に関する意見交換を行いたいと考えておりますので、

可能な範囲でぜひご参加いただきますようお願いいたします。 

それでは、まず初めに、野原会長よりご挨拶をいただきたいと存じます。 

野原会長よろしくお願いいたします。 

 

（会長あいさつ） 

 

２ 議題 

 それでは、次第の２、議題に入らせていただきます。 

 なお、本日の会議は、議題の「（３）第二次計画に向けた市民意識調査（ア

ンケート）について」を中心に進めていただきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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野原会長 

 

 

 

 

 

 

小沢課長補佐兼係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議事の進行につきましては、久喜市食育推進会議条例第７条第１項の規定に

よりまして、野原会長に議長をお願いし、議事を進めていただきたいと存じま

す。 

 野原会長、よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、暫くの間、議長を務めさせていただきます。 

円滑に議事が進行いたしますよう、皆様方の特段のご協力をお願いいたしま

す。 

 

次第に戻りまして、議題の（１）食育推進計画に基づく取組みについて、①市

の取組みについて、事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、①市の取組みについて（報告）ということで、ご説明いたします。

健康医療課の小沢と申します。よろしくお願いいたします。 

 

 資料１「平成２６年度食育推進計画に基づく事業の取組み状況について」

をお手元にご用意ください。 

 この資料の、内容（計画）の上段の欄は、本年３月の第１回の会議の時に委

員の皆様にご覧いただいたもので、平成２６年度に食育推進庁内連絡会議作業

部会に所属する担当課がこのような内容をやっていきますということを記載

したものとなっております。下段につきましては、平成２６年度事業が終了し

ましたので、各担当課がそれぞれの取組み結果ということで、評価と改善内容

を記入したものとなっております。 

 以前は、Ａ３の両面印刷で１３枚くらいになるような、市の食育推進の個々

の事業をまとめて皆様にお示ししておりました。たくさんの量をお示しします

と、逆に何が重要なのかわかりにくい、またなかなか意見も発言しにくいとい

うご意見を皆様からいただきましたので、尐し分かりやすいように、各担当課

が今年度こういうところに重きを置いて取り組んでみたいと考えているとい

うことで、このようにまとめた資料となっております。 

それでは資料に戻りまして、まず、生活安全課でございます。生活安全課で

は、「放射性物質測定検査」を実施するとともに、市ホームページや広報紙で、

食に対する不安を解消する手段を周知したとのことでした。 

次に環境課でございます。環境課では、「リサイクル促進事業」ということ

で、親子で参加できる廃油リサイクル学習会を実施し、廃油石鹸の作製を通し

て環境保全を学ぶことができたとのことでした。また、事業に使用している機

械の故障にも速やかに対応して、事業への影響を低減することができ、前年度

より多くの方にご参加いただけたとのことでした。 

裏面２ページ目になります。農業振興課でございます。農業振興課では「し
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みん農園運営事業」ということで、地元産農産物を使用した料理教室について、

効率的に事業を実施することができたため、開催回数は減尐しましたが、参加

者は増加したとのことでした。また、今後も地元産農産物の使用拡大に努める

とのことでした。 

次に、介護福祉課でございます。介護福祉課では、配食サービス事業という

ことで、委託事業者を増やすことで、配達時間を短縮し、できるだけ作りたて

の弁当を配達することができ、さらに、独居・高齢者のみの世帯の栄養改善を

行うことができたとのことでした。 

次に３ページ目、子育て支援課でございます。子育て支援課では、「子育て

支援センターにおける食育事業」を実施し、子育て中の保護者等が離乳食や料

理に自信を持てるように、子どもの発達段階に応じた離乳食や料理に対する学

習等の場を設けて、保護者等の不安を取り除くことができたとのことでした。 

次に、保育課でございます。「食育事業」と「保育園における食育の推進」

ということで、保育士体験に参加した保護者等が実際に給食を食べることを通

して、乳幼児にふさわしい味付け、食事バランスを知ってもらうことができた

とのことでした。 

次に４ページ目、中央保健センターです。パパ・ママ教室事業等ということ

で、各種講座で、市民の方に興味を持っていただきたいテーマを取り上げたり、

親しみやすいネーミングになるよう講座名を工夫したとのことでした。また各

種講座等において、バランスの良い食生活や生活リズムを整えることの大切さ

を啓発したのとのことでした。 

次に、国民健康保険課でございます。国民健康保険課では、４０歳以上の方

を対象とした特定健康診査事業と７５歳以上の方を対象とした後期高齢者健

康診査事業への受診勧奨を行い、平成２５年度より受診率が伸びたとのことで

した。平成２６年度より新たに試みた方法としては、個別通知封筒の裏面を活

用した早期受診の案内や２年連続未受診者への受診勧奨及びアンケートを実

施したとのことでした。 

次に、学務課です。学務課では「学校給食の充実」「食に関する指導」とい

うことで、小中学生・幼稚園児・保護者に対し食育の推進と学校給食の充実が

図れたとのことでした。また、久喜産・埼玉産の食材を使用し、地産地消を図

ることができたが、さらに地元産の食材の使用量が増えるよう関係団体と調整

を行うとのことでした。 

次に、生涯学習課です。生涯学習課では、「放課後子ども教室推進事業」を

実施しており、子どもたちの興味を引く講座の展開を各実施委員会に促し、地

域の指導者等の協力により「食」に関する講座が増えたとのことでした。また

今後も「食」に関する様々な企画運営を要請していくとのことでした。 

最後に、中央公民館です。公民館事業（そば打ち体験等）ということで、中

学生や親子などを対象としたそば打ち体験事業を実施したとのことでした。今
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後は、そばアレルギーを考慮した中学生事業の実施を検討するとのことでし

た。 

以上が、資料１の事業の取組み状況の説明となります。 

 また、食育の推進体制ということで、食育推進庁内連絡会議作業部会に所属

する１４課の担当職員から「食育推進計画の推進体制」について、推進体制の

チェック表を提出していただいておりますので、各課との連携などを意識して

取り組めたかどうか、回答の状況を参考にご紹介いたします。 

 「関係各課との課題の共有」の項目では、「作業部会等において各課の課題

について話し合った」というのが１１課、「作業部会等で話し合われた課題に

ついて、課の事業に反映させた」というのが６課、「作業部会等での話し合い

をきっかけに、他課と連携して事業を行った」というのが４課、関係各課との

連絡・調整の項目について「作業部会以外でも関係各課や関係団体等に課題を

相談し、話し合った」というのは８課でございました。また、計画全般の進捗

状況についてでは、「工夫・改善・努力しながら連携して推進している」が１

２課、「おおむね順調に推進されているが、連携が十分とは言えない」が１課、

「工夫・改善・努力に課題がある」が１課という結果になりました。 

また、委員の皆様の「食育推進計画の推進体制」については、今後の参考と

させていただきたいと思いますので、お帰りの際事務局までご提出をお願いい

たします。 

 続きまして、資料２「平成２７年度 食育増進計画に基づく主な事業の取

組みについて」を、お手元にご用意ください。 

資料２は、食育推進庁内連絡会議作業部会に所属する各所属が平成２７年

度に特に力を入れて取り組んでいきたい、また広くＰＲしていきたいという事

業の一覧となっております。内容の欄には、上段に事業内容、下段に取組み方

法や工夫点などを記載しております。 

この資料では、１１の所属に平成２７年度の取組みを出していただいており

ますが、この一覧に記載している事業内容につきましては、先ほどご説明した

平成２６年度の事業内容と同様のものがほとんどでございまして、さらに取組

みを進めていくとのことでした。 

また、この中から介護福祉課、保育課、中央保健センター、学務課、指導課

について、申し上げますと、まず、１ページ目の３番目の介護福祉課は、「配

食サービス事業」を行っていますが、平成２７年度も引き続き２つの業者に委

託し、配達時間を短縮し作り立てに近い状態での提供をしていくとのことでし

た。あわせて、民生委員やケアマネージャー等への情報提供などから、引き続

き制度の周知を図りたいとのことでした。 

 次に２ページ１番目の保育課でございます。保育課では、「保育園における

食育の推進（生産者との交流給食）」ということで、保育園で育てている野菜

の育て方や野菜のおいしい食べ方など、生産者から直接アドバイスもらう内容
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野原会長 

 

 

 

小沢課長補佐兼係長 

 

野原会長 

 

小沢課長補佐兼係長 

 

 

 

 

 

野原会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田委員 

 

 

に改めて実施するとのことです。 

 次に、中央保健センターでございます。中央保健センターでは、各種事業等

において、ライフステージに応じた食事の取り方、バランスの良い食事や規則

正しい生活リズムの啓発を内容に取り入れるとのことです。 

次に２ページ一番下の学務課でございます。学務課では、学校給食の新たな

取組みとして、教科と関連した献立を取り入れるとのことです。 

次に３ページの一番上の指導課でございます。指導課では児童・生徒の食育

として、学校・家庭が連携し、朝食摂取率１００％をめざすとのことです。ま

た、発達段階に応じて繰り返し食の大切さについて指導するとのことです。 

 以上が、資料２の説明となりますが、これらの事業について、委員の皆様

にもご参加・ご協力をお願いして、説明を終わりにいたします。  

 

ただいま事務局から、市の取組みについて、説明がありました。ご質問、ご

意見などをお願いします。 

 これは、全部で１４課あるんですかね。 

  

 庁内連絡会議の中に作業部会があり、１４課あります。 

 

 あがっているのはこれで全部ですか。 

 

 平成２６年度と比べると抜けたところ、新たに入ったところとありますが、

平成２７年度に力を入れていくということで、各課から可能な範囲で表に出せ

る情報でということでお願いしたものです。課によっては直接事業を持ってい

ない課もあります。障がい者福祉課は、障がい者の食育という部分を担ってお

りますが、直接の事業というのがありませんので、そういうところもあります。 

 

 ありがとうございました。 

 次ですが、なかなか街全体で取り組んでいるという、そういうのがはっきり

目に見えるのがいいのかなということで、私が思うのはＰＲが尐し弱いのかな

ということで、広報を作っているシティプロモーション課に入ってもらった

り、健康・食育まつりの中で、食育に関することを、来年の６月でもいいけれ

ども、学校の発表とか子どものポスターとか、そういうのを１年遅れでもいい

んですけれども載せてもらうとか、そういう部署も入ってもらったほうがいい

んじゃないかなという気はするんですね。 

 

 今年の中で、中央保健センターが出している、「ライフステージに応じた食

事の取り方」というのが、昨年にない取組みかなと思うんですけれども、その

年代年代の食事の取り方っていうのはキーワードかなと思いまして、とても良
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小沢課長補佐兼係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野原会長 

 

 

染谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いことかなと思います。 

 

 そうですね、一括りというわけにいかないですからね。とても良いことだと

思います。 

 それでは、続きまして、（１）の ②地域の取組みについて（報告）、事務局

から説明をお願いします。 

 

それでは、資料３ 地域の取組みについてご説明いたします。資料をお手

元にご用意いただきたいと思います。 

こちらは、推進会議の委員の皆様のうち、各団体から推薦されて委員になっ

ていらっしゃる方に質問用紙を送らせていただきまして、ご回答いただいたも

のです。６月２３日までということでお願いをしておりましたので、それまで

にご提出のあったものということになっております。 

事務局から説明するより、本日各団体のみなさまご出席されておりますの

で、みなさまのほうからご報告いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

それでは資料の順番で、久喜市校長会のほうから説明をいただきたいと思い

ます。 

 

＜久喜市校長会＞ 

久喜市の小・中学校での取組みということで、代表的な取組みを掲載させて

いただいております。まず食育に関する指導においては、家庭科、技術・家庭

科、体育科、学級活動、総合的な学習の時間等の授業や給食指導における食育

に関する指導を実施しております。また、学校便り、保健便り、食育便り等に

よる情報提供ということで、小・中学生、また保護者に対しまして、その便り

の中に食育の大切さについて掲載し、情報提供をするとともに家庭での協力を

求めているところでございます。また、久喜市健康・食育まつりへの参加とい

うことで、今年度も各学校が参加させていただきますが、ステージ発表、パネ

ル展示、ポスター作成により、健康・食育まつりへ参加し、食育を推進してお

ります。次にみどりの学校ファームによる農業体験ということで、多くの学校

なんですが、必ずしも学校内ではなく農地を借りてというところもあります

が、各学校に設置して、農業体験を通じて命や自然、環境や食物などに対する

理解を深めるということで、すすめているところでございます。次に給食試食

会ということで、保護者を対象にＰＴＡ主催による学校給食試食会を企画・実

施し、子どもたちが食べている給食を保護者に試食してもらいまして、学校給

食や食育について保護者の理解を深めているというところでございます。 

おおまかなことでございますので、各学校においてはさらに細かくいろいろ
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な行事に取り組みながら、食育をすすめているところでございます。 

 

ありがとうございます。ご質問は一括して受け付けるということで、順次ご

説明いただければと思います。 

 

＜久喜市私立幼稚園協会＞ 

こちらは幼稚園協会といいますか、私たち鷲宮幼稚園でやっている取組みに

なりまして、週１回給食のときにお楽しみランチということで、箱弁ではなく

食缶で運んでもらい、子どもたちは空の弁当箱だけを持ってきてもらって、そ

こに食缶で運ばれてきた給食をそれぞれ食べたい量だけよそって食べるとい

う形でやっております。食に対する興味だったり、食の楽しみということで、

週１回、給食の中でも子どもたちが楽しめるようにということでこのような取

組みをしているところでございます。 

 

＜久喜市医師会＞ 

医師会は、上の３つは従来の継続事業となります。様々な健診・学校医事業

を通して、生まれて１ヶ月の赤ちゃんから、後期高齢者の方々まで、健康状態

に応じたいろいろな食事や生活のアドバイスをさせていただいております。４

番目の健康・食育まつりへの参加は、昨年から歯科医師会・薬剤師会さんと協

力して三師会で参加させていただき、今年度も同様に参加させていただく予定

でございます。５番目が新規事業です。食物アレルギーの対応に関しましては

今年の４月から小・中学生で何らかの食事の除去が必要なお子さんに対しまし

ては、医師の除去指導票というのを提出することが義務化されました。主治医

としてみなさんが指示を行いながら、特にこの食物アレルギーに関しては、今、

食べさせたほうがいいとか食べさせてはいけないとか、専門家の中でいろいろ

意見はあるんですけれども、やはり除去というのはお子さん方が自分の健康で

あるとかアレルギーを持っているということを正確に把握し、自分で食べてい

いものと食べてはいけないものを認識しながら、日々の食生活の中で自分で除

去していくということで、やはり自己管理・自己判断というのが食育の原則だ

と思います。そういったことをきっちりやっていったほうがいいということ

で、特に食育の典型的なパターンということで、今年度この事業の中に入れさ

せていただきました。 

 

＜久喜市歯科医師会＞ 

歯科医師会では、４つの継続事業と健康・食育まつりの参加を今年もやって

いきたいと思います。まず乳幼児歯科健診事業といたしまして、乳幼児の歯・

口の発達状態に応じた食事・栄養指導を行ってまいります。学校歯科医事業と

いたしまして、学校歯科医として、定期・臨時に口腔内健診を行い、その児童・
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生徒に応じた摂食・栄養指導を行っていきます。成人歯科健診事業としまして

は、健診結果をもとに、先ほどありましたそれぞれのライフステージにあった

食べ方による生活習慣病対策に関わる摂食・栄養指導を行ってまいります。健

康・食育まつりの参加は先ほど髙木先生がお話しました、三師会で協力体制を

とっていきたいと思います。最後に在宅歯科医療事業ということで、口腔機能

の維持、機能減退による誤嚥、窒息の防止を始めとする安全性に配慮した摂

食・栄養指導を行ってまいります。 

 

＜久喜白岡薬剤師会＞ 

薬剤師会も、髙木先生がおっしゃったように三師会で去年から一緒にやって

おりまして、薬剤師会の仕事としましてはＨｂＡ１ｃの測定をやらせていただ

きました。また今年もその測定はやる予定でおります。あとは、医師会の先生

方と協力して、糖尿病の薬についてとか、三師会で協力してやっていきたいと

思います。 

 

＜社会福祉法人 啓和会＞ 

啓和会ですが、栄養ケアマネジメントということで、管理栄養士さんに入所

者の個別食事計画を作成してもらっております。栄養教育としまして、入所者

とグループホームの入居者、在宅で障がいをもった人たちに、食事指導を実施

してもらっております。自主製品のけいわ味噌と餃子を作っているんですけれ

ども、久喜産のものをつかえるように、大豆の栽培から加工をしております。 

 

＜全国農協食品株式会社 久喜事業所＞ 

学校給食の提供を行っております。主に学務課と連携してすすめていきま

す。学校給食摂取基準に基づいた栄養バランスの良い安全・安心な給食を提供

いたします。また地元産食材の使用といたしましては、学校給食では、行事食

や各地の郷土料理、日本の伝統料理、世界の料理などもありますが、地元産食

材の活用を図り地域の食材への関心を高めてまいります。食品生産体験学習の

受け入れとしまして、中学校の２年生が職場体験学習というのがあります。今

年も久喜中の生徒さんが６名いらっしゃいました。給食を作っている生産体験

学習を実際に体験していただいております。また家庭への知識の普及ではＰＴ

Ａ主催による給食試食会において食に関する講話と給食の人気メニューのレ

シピを配布し、家庭との連携を図ってまいります。今年は６月に３校実施いた

しました。食の知識の普及としまして、総合的な学習の時間や特別活動の時間

において、手作りの紙芝居等の食育媒体を使った食の講話を行っております。

食育まつりの中でも、昨年同様、子供向けの紙芝居を実施する予定です。また

今年の４月から給食の画像を学務課に送信しまして、ホームページに掲載する

こととなりました。 
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＜久喜市くらしの会＞ 

料理クラブとしましては、地産地消・健康食・郷土料理を学んでいます。米

粉の普及としまして、関東農政課を通じて、米粉普及の料理教室を今年の１１

月に開催する予定でございます。県の消費者大会に向けて、食についての分科

会ではプレ学習会として食の安全・埼玉の給食、また今年は食品表示について

も学習することになっております。また健康・食育まつりでは健康茶の試飲・

廃油石鹸づくりなど体験学習を行っております。またここには書いてございま

せんが、年に２回社会見学を行っておりまして、主に食に関するところへ見学

に行っております。 

 

＜ＪＡ南彩農産物直売所連絡協議会＞ 

生産者による、新鮮な農産物の販売ということで、四季折々に生産される野

菜、果物、花、加工品、卵など、毎日出荷して、消費者に旬を味わってもらっ

ているところでございます。久喜、鷲宮地区の学校給食に野菜を提供というこ

とで、対象は小・中学生ですが、久喜地区は２３品目 約２６トン、鷲宮地区

では１２品目 約１２トンということです。これらはすべて、県が認定した特

別栽培農産物でございます。また久喜地区の市立保育園に米・野菜を供給とい

うことで、各保育園に、久喜産の米、新鮮な野菜を供給、保育園ごとに園児と

の昼食交流ということで、生産者がその旬な野菜を持参して、みなさんにこう

いうものを食べていただいているんですよということでおつなぎしていると

ころでございます。また小中学校保護者、学校給食センター、生産者との交流

会ということで、全農食品において、保護者、生産者との話し合いでは、市内

で生産者が作っているものを学校給食ではこのように提供していますよとい

うことをおつなぎして、またそのものについては久喜の農産物直売所で販売し

ておりますということでお伝えしております。 

 

＜埼玉みずほ農業協同組合＞ 

田植え体験教室ということで、小学生・保護者を対象にＪＡ川口市と共催で、

杉戸のアグリパークで田植え体験を実施しております。また１０月には稲刈り

体験教室ということで、同様にＪＡ川口市と共催で実施する予定でございま

す。また田植え体験教室ということで、埼玉みずほは幸手市にあるものですか

ら、幸手市役所との共催により、さくら小・吉田小・八代小の子どもたち各３

０人に田植え体験を実施しております。また１０月には同様に稲刈り体験教室

を実施しております。 

 

＜久喜市商工会＞ 

わたくしはホテルを経営しておりますので、職場体験学習ということで、中
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学生を対象に、午前はホテルの客室の清掃を体験し、午後は調理場で子どもた

ちが鯵をおろし、フライにして、作ったものは自分たちで試食をします。地元

産食材の使用ということでは、地元産の野菜を使用しており、足りないときに

は埼玉産の野菜を使用しております。また食品衛生法によるアレルギー表示と

しましては、５品目の特定原材料の表示をしております。 

 

ありがとうございました。地域の取組みということで、各団体の取組みを報

告していただきました。 

ご質問があればお願いします。 

 

 久喜の特産品というと、梨とかいちごというのがまず出てくるんですけれど

も、他に特産品はどんなものがあるんでしょうか。 

 

 梨やいちごは確かに多いですが、農産物直売所を見ていると種類がとても増

えてきていて、こんなものも売っているのかと思うことがあります。旬のもの

がいろいろと置いてあります。ぶどうも多いですね。 

 

 それでは、続きまして評価指標（平成２６年度参考値）について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

「食育推進計画に基づく評価指標」につきまして、資料４に基づきまして

説明させていただきます。 

この指標は、平成２２年度の計画策定時に行ったアンケートから、課題とす

べき項目を洗い出し、５年後の平成２７年度の目標値を設定したものになって

おります。 

推進している５年間にまったく数値が見えないといけないということで、毎

年健康医療課で行っている出前講座等でアンケートをとり、参考値ということ

で傾向を見ております。 

平成２６年度の結果といたしましては、上から２つ目の「自分にとって適切

な食事の量や内容を知っている市民の割合」が現状値の数値よりも下回ってし

まいました。また下から２つ目の「毎日きちんとした食事を楽しくゆっくり食

べる市民の割合」、一番下の「食文化を伝える市民の割合」についてはまだ目

標値に届いておらず、それ以外は達成しているという状況です。 

しかし、アンケートの回答者数が尐ないこと、また回答者に偏りがあることか

ら、あくまで参考ということで見ていただければと思います。 

 

ただいま事務局から、評価指標（平成２６年度参考値）について、説明があ

りました。ご質問、ご意見などありますでしょうか。 
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 適切な食事の量や内容というのは、食育を勉強すればするほど適切かどうか

不安になるんですよね。だからこれについては数値が下がってしまってもしょ

うがないんじゃないかなと思いますけれども。 

  

 食改（食生活改善推進委員協議会）で実施している教室でも、適切な食事の

量というのは毎回教えています。野菜の摂取目標量は、生野菜だと両手にいっ

ぱいとか。 

 

 これはいいんじゃないかなと思いますね。 

それでは、続きまして、議題の（３）第二次計画に向けた市民意識調査（ア

ンケート）について、事務局から説明をお願いします。 

 

第二次計画策定に向けた市民意識調査アンケートについて説明させていた

だきます。 

 まず、資料５－１をご覧お手元にご用意ください。このアンケートは、現

在の計画の評価と、二次計画策定に向けて課題などを洗い出すために実施いた

します。現在の計画の評価につきましては、先ほどの資料４にありました評

価指標の、平成２７年度目標値に達しているかどうかを見るものです。 

 ではアンケートの概要について説明いたします。アンケートは２種類ござい

ます。１つ目は市内に住む１６歳以上の中から、無作為抽出した２,０００人

を対象とする一般向けアンケートです。２つ目は小・中学生を対象としたアン

ケートで、市内すべての小・中学校の、小学校は各学校の５年生から１クラス、

中学校は各学校の２年生から１クラスが対象となります。１つ目の一般向けア

ンケートは郵送で、２つ目の小・中学生アンケートは教育委員会を通して学校

に依頼して実施いたします。 

 発送は９月上旬ごろ、回収は１０月下旬ごろまでを予定しております。 

 アンケートの内容につきましては、８分野６０問となっております。 

 なお、１つ目の一般アンケートにつきましては、設問の冊子と回答用紙を

別々に作成して配布し、回答用紙のみを回収する予定です。設問冊子の余白に

は、健康や食育に関するコラムなどを掲載し、学びながら回答ができるような

もの、また設問の冊子が回答した方の手元に残りますので、あとから読み返し

たくなるような設問冊子にしたいと考えております。 

 次の資料５－２は、アンケートについて庁内の会議で各課からあがった意

見です。この内容と事務局の意見をまとめたものが、当日配布資料としてお配

りいたしました、「アンケート修正案 新旧対照表」となっておりますので、

こちらの資料を基に説明させていただきます。 

 こちらの当日配布資料をお手元にご用意ください。表の左側が修正前のも

の、右側が修正案となっております。 
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 まず問３です。旧では「久喜市における在住年数」を尋ねていましたが、在

住年数によって健康づくりや食生活に差が出るとは考えにくく、現在の計画で

も統計には利用していないため、こちらは削除したいと考えております。 

 次に問４です。庁内からは、「地区名だけにして、該当区域は削除してもよ

いのではないか」との意見があがりましたが、合併後に転入してきた方の中に

は、どの区域がどの地区にあたるのかわからない人もいるだろうということ

で、該当区域は残したいと考えております。ただし、何丁目の表記は削除して

も差し支えないだろうと思いますので、何丁目の表記を省略してスペースを縮

小させたいと考えております。 

 次に問７です。庁内から、「設問が漠然としているので、説明文をつけたほ

うがいい」との意見があがったため、適切な食事の量と内容について、説明文

を追加したいと考えております。 

 次に、裏面の問１１です。庁内から、「朝食を食べているか、だけでなく、

何を食べているかも聞いたほうがよい」との意見があがりましたので、１回の

朝食でどのようなものを食べているか、あてはまるものをすべて選ぶ形式で、

新たに設問を追加したいと考えております。 

 次に問１５,１６,１７です。旧ではそれぞれの設問に「農業に関する体験」

とありますが、遠まわしな表現になっているので、よりわかりやすく「農業体

験」に変えたいと考えております。また、庁内から「問１６の設問文と選択肢

の文章が合っていない」との意見がありましたので、「あなたの意識に変化が

ありましたか」ではなく「食べ物への意識が高まりましたか」との問いにし、

選択肢の１を「高まった」に変更したいと考えております。 

 次にページが変わりまして、問１９です。旧では２行目に「自然に（意識し

ていなくても）」とありますが、この括弧はなくても意味が通じるので、削除

したいと考えております。 

 次に問２０です。運動をしていますか、の問いで選択肢の３「以前はしてい

たが、現在はしていない」とありますが、“以前”がどこまで遡るのかも不明

確で、また削除しても統計にあまり影響がないので、削除したいと考えており

ます。また選択肢の４が、旧は「まったくしていない」となっておりましたが、

限定的な言い方になってしまっているので、「していない」に変更したいと考

えております。 

 次に問２１です。旧では「１日に３０分以上の運動」となっておりますが、

質問の意図としては「連続した３０分以上の運動をする日がどれくらいある

か」ということですので、「１回３０分以上の運動」に変更したいと考えてお

ります。 

 次に問２２です。旧では、運動をしていないと回答した人に対して、してい

ない理由を尋ねていますが、回答者を限定せず、「運動をするとき必要だと思

うことは何ですか」という設問にすることで、回答結果を市の施策に活かすこ
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とができるのではないかと思いますので、このように変更したいと考えており

ます。 

 次に裏面の問２６です。旧では選択肢に括弧が多く、遠まわしな表現になっ

ているものがありますが、括弧をとっても意味が通じるので、削除したいと考

えております。 

 次に問３１,３２です。旧の選択肢では“時々”や“ほとんど”などの曖昧

な表現が多く、同じ頻度で吸っている人でも、違う選択肢を選んでしまう可能

性があるので、「１．吸う、２．以前は吸っていたが、今は吸わない、３．以

前から吸わない」の選択肢に変更したいと考えております。それに伴って問３

２の設問の文章も変更となります。 

 次に問３４,３５です。設問文の「喫煙が自分の健康に対する影響」「喫煙が

たばこを吸っていない人への健康影響」というのが文章として適切でないた

め、修正したいと考えております。また、旧の説明文では、下に答えがそのま

ま載っているような形になってしまっているので、２つの設問の下に、能動喫

煙・受動喫煙の説明を含めたものを載せる形に変更したいと考えております。 

 次にページが変わりまして、問３７です。「ご家族に、小・中学生や高校生

のいる方のみお聞きします。」という問いで「お子さんと話をしていますか。」

となっておりますが、このアンケートは１６歳以上が対象となっているため、

必ずしも小・中学生や高校生が子どもにあたるとは限らず、きょうだいや孫の

可能性もありますので、“お子さん”を“ご家族”に変更したいと考えており

ます。 

 次に問３８です。旧の設問ですと、お酒をやめて１年未満の人が該当する項

目がありませんので、たばこに関する設問と同様に、「１．飲む、２．以前は

飲んでいたが、今は飲まない、３．以前から飲まない」の選択肢に変更したい

と考えております。 

 次に問３９の③と④です。③は「『節度ある適度な飲酒量』とはどのくらい

だと思いますか」という設問ですが、答えがすぐ下に載ってしまっており、ま

たこの問３９は②で１日あたりどれくらい飲むか、④でその飲酒量が節度ある

適度な飲酒量におさまっているかを尋ねているので、似たような設問が続いて

しまうので、③を削除し、③にあった説明文を④に移動したいと考えておりま

す。 

 次に問４０です。問３７のたばこの質問にあったものと同様、必ずしも小・

中学生や高校生が子どもにあたるとは限らないため、“お子さん”を“ご家族”

に変更したいと考えております。 

 次に問４４です。フッ素のむし歯予防効果を知っているかを尋ねる設問にな

っておりますので、その効果についての説明文を追加したいと考えておりま

す。 

 次に裏面の問５６です。旧では選択肢に必要でない括弧などがあるので、言
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い回しの修正をしたいと考えております。 

 最後ですが、今回は二次計画の策定となりますので、現在の健康づくり・食

育推進の両計画と、健康・食育まつりの認知度についての設問を追加したいと

考えております。 

 

 次に、資料５－４をお手元にご用意ください。こちらは小・中学生向けア

ンケートの内容になります。網掛けのしてある部分が、意見の出ている設問に

なっております。 

 まず、１ページの問３です。表の一番上に“地区名”“学校名”とあります

が、元は“学校名”が“該当区域”となっておりましたので、こちらにつきま

しては“学校名”に修正させていただきたいと考えております。 

 次に、２ページの問５です。こちらは一般向けアンケートと同様に、朝食の

内容を尋ねる設問を追加したいと考えております。 

 次に、３ページの問１１です。こちらも一般向けアンケートと同様に、「食

べ物への考え方に変化がありましたか。」を「食べ物への意識が高まりました

か。」「１．高まった、２．特に変化はない、３．わからない」に変更したいと

考えております。 

 次に５ページの問２５です。庁内から選択肢に「友だちと遊ぶ」を入れたほ

うがよいとの意見が上がりましたが、選択肢の「１．友だちとのおしゃべり」

とほとんど同じものになるので、こちらを「友だちと遊ぶ」に変更したいと考

えております。また選択肢の「４．家族で旅行」は小・中学生が行きたいと思

って行けるものではないので、削除してよいのではないかとの意見がありまし

たが、前回のアンケート結果を見たところ、この４を選択している児童・生徒

が５％ほどいましたので、統計にも影響がでてしまうため、こちらは残したい

と考えております。また、選択肢の「７．誰かに相談する」の括弧内に“先生”

を入れたほうがよいとの意見がありましたので、こちらは追加したいと考えて

おります。 

 次にすぐ下の問２６です。起きる時間を尋ねる設問ですが、６時ちょうどに

起きている人は１･２の両方に該当してしまうなど、適切でない選択肢になっ

ておりますので、「１．６時前、２．６時台（６時から７時前）、３．７時台（７

時から８時前）４．８時以降」という選択肢に変更したいと考えております。

また、８時に起きていたら学校に間に合わないので４の選択肢は削除しても良

いのではないかとの意見もありましたが、こちらは念のため残しておきたいと

考えております。 

 次に問２７です。こちらも問２６と同様、２つの選択肢に該当する場合があ

りますので、同様の変更をしたいと考えております。 

 アンケートの修正につきましては以上になります。 
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宮内副会長 

 

小林副部長兼課長 

第二次計画に向けた市民意識調査について説明がありましたが、いかがでし

ょうか。 

 余白に健康や食の情報を載せるということなので、１１月１日に健康・食育

まつりがあるということなんかも載せてみたらいいんじゃないですかね。それ

からたばこのところで、路上喫煙禁止区域の認知度を聞いてみてもいいんじゃ

ないですか。今は駅の周りは吸えないところがほとんどですから。路上喫煙禁

止区域がどこだかを載せてもいいんじゃないですかね。 

 

 補足させていただきます。このアンケートにつきましては、一昨日に行われ

た健康づくり推進会議でも審議をしていただいておりますので、ご意見につい

ては調整させていただき作成したいと思います。なお。アンケートにつきまし

てご意見がございましたら、今月中、３１日までに事務局までご連絡をいただ

ければと思います。 

  

それでは、すべての議題について終了しましたので、議長の任を解かせてい

ただきます。 

 長時間にわたりまして、委員の皆様にはご協力をいただき、ありがとうござ

いました。 

 

 ありがとうございました。委員の皆様、大変お疲れ様でした。 

 次に、次第の３「その他」でございます。事務局からは、再度確認事項とし

てご連絡を申し上げます。 

 本日の会議終了後、委員の皆様の意見交換を行いますので、ご参加いただけ

る方はその場にお残りください。 

 また、平成２７年度の健康・食育まつり事業につきましては、１１月１日（日）

に開催いたします。会場は久喜総合文化会館になります。 

 次に、合同研修会についてご案内いたします。健康づくり推進会議・食育推

進会議の合同研修会の開催を予定しております。日程は１２月１６日（水）、

会場は鷲宮総合支所の４階にあります、４０７・４０８会議室でございます。

この合同研修会において、できれば市民意識調査アンケートの結果をお伝えで

きればと考えております。 

 ご質問等はございますでしょうか。 

 ないようでしたら、次第の４「閉会」に移りたいと思います。宮内副会長、

ごあいさつをお願いいたします。 

 

（閉会あいさつ） 

 

 ありがとうございました。それでは以上をもちまして、第２回久喜市食育推
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進会議を終了とさせていただきます。 

 皆様、大変お疲れ様でした。本日はありがとうございました。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

会議のてん末・概要に 

相違ないことを証明するためにここに署名する。 

  

平成 ２７年  月  日        

           久喜市食育推進会議  会長   

 

 


